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平和フォーラムの2012年度活動経過
（２０１２年４月～２０１３年３月)

１． 諸会議の開催

４月１１日 平和フォーラム第４回常任幹事会（連合会館）

４月２５日 第８７回原水禁全国委員会（自治労会館）

４月２５日 第１４回平和フォーラム総会（自治労会館）

６月１３日 平和フォーラム第１回運営委員会（連合会館）

６月１３日 原水禁第１回常任執行委員会（連合会館）

７月２３日 平和フォーラム第２回運営委員会（連合会館）

７月２３日 原水禁第２回常任執行委員会（連合会館）

９月１４日 平和フォーラム第１回常任幹事会（連合会館）

９月２６～２７日 各都道府県・中央団体責任者会議（日本教育会館）

１０月１９日 平和フォーラム第３回運営委員会（連合会館）

１０月１９日 原水禁第３回常任執行委員会（連合会館）

１１月７日 組織検討委員会作業委員会（連合会館）

１２月１８日 平和フォーラム第４回運営委員会（連合会館）

１２月１８日 原水禁第４回常任執行委員会（連合会館）

２月１日 平和フォーラム第５回運営委員会（連合会館）

２月１日 原水禁第５回常任執行委員会（連合会館）

２月２１日 組織検討委員会作業委員会（連合会館）

２月２１日 平和フォーラム第２回常任幹事会（連合会館）

２月２８日～３月１日 全国活動者会議（静岡市・ニッセイ静岡駅前ビル）

３月２１日 平和フォーラム第６回運営委員会（連合会館）

３月２１日 原水禁第６回常任執行委員会（連合会館）

２． 諸活動のとりくみ経過 ＊は概括報告

４月５日 日弁連「今こそ、個人通報制度の実現を!大集会」（弁護士会館）

４月６日 菅直人前首相との意見交換会（KKR）

４月７日 反核燃の日全国集会・全国交流集会（青森）

＊参加者１３００人。屋外集会では、六ヶ所再処理工場や福島原発事故の状況報告など

を行い、市内デモ行進を行いました。

４月７日 第５回強制動員真相究明全国研究集会(東大駒場)

４月１４日 食の安全･監視市民委員会総会･シンポジウム（総評会館）

＊原発事故による食品の放射能汚染や牛海綿状脳症（ＢＳＥ）、食品の表示制度に向け

た運動を進めることを確認。また、「放射能問題」でシンポジウムが開かれました。

４月１６日 菅直人前首相との意見交換会（ＫＫＲ）

４月１６日 アジア･アフリカ支援米送付（カンボジア向け･横浜港）

＊全国で支援米を作付けする「アジア・アフリカ支援米運動」で、カンボジアに２１,１３４キ

ロ、アフリカ･マリ共和国へ１７,７４５キロの総計で３８,８７９キロが送付されました。

４月２０日 ガッティンナラン！沖縄差別 ４．２０集会（全電通会館）

＊参加者４００人。沖縄の「第３次嘉手納基地爆音差止訴訟原告団」はじめ、各地の爆音訴訟

団や市民などが参加し、伊波洋一元宜野湾市長等の講演や沖縄現地の基地反対運動の

報告などがありました。

４月２２日 フクシマ・プロジェクト（総評会館）
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４月２５日 平和フォーラム第１４回総会、原水禁第８７回全国委員会（自治労会館）

＊参加者１５０人。２０１２年度の運動方針、予算案とともに、「さようなら原発１０００万人ア

クション」などのとりくみ、１０００万人署名の達成、７月１６日の代々木公園での大集会の

取り組みをすすめることを確認しました。

４月２５日 東京大空襲訴訟東京高裁判決報告集会(台東区民会館)

４月２５日 ＴＰＰ問題集会･デモ（日比谷野音）

＊参加者５０００人。ＴＰＰ交渉の参加表明に反対して、農漁業、労働、生協、医療

関係者が問題を訴えました。集会後、銀座方面のデモ行進も行われました。

４月２８日 連合中央メーデー（代々木公園・平和フォーラムも出展）

５月３日 施行６５周年憲法記念日集会（日本教育会館）

＊参加者６５０人。日米安保条約から６０年、沖縄復帰および日中国交回復から４０年とい

う節目の年でもあることを踏まえて、「サンフランシスコ条約締結６０年 今、日本は!─日

米･日中関係から考える」を主題としたシンポジウムが行われました。

５月５日 原発ゼロの日・さようなら原発集会（芝公園）

＊参加者５５００人。泊原発の定期検査での停止に伴い、稼働原発がゼロになったことか

ら、脱原発社会の実現をめざすことを確認し、集会とパレード行進を行いました。

５月１０日～１３日 復帰４０年５．１５沖縄平和行進

＊参加者延べ５５４０人。３コースに分かれて行進。１３日に宜野湾市海浜公園で「県民大

会」を開催し、基地の県内移設反対とオスプレイの配備阻止を確認しました。

５月１８日 光州事件犠牲者追悼集会（韓国・光州、原水禁代表参加）

５月２０日 朝鮮学園を支援する会全国交流集会（日本教育会館）

５月２２日 ＴＰＰ問題、市民と政府の意見交換会（文京シビックセンター）

＊参加者２５０人。ＴＰＰの情報公開を求める市民団体による初めての意見交換会。国家

戦略室や内閣官房、各省の交渉担当者と市民が議論を行いました。

５月２６日 講演会「さようなら原発」（日本教育会館）

＊参加者５５０人。金子勝・慶応大学教授、村上達也・茨城県東海村村長、写真家・大石

芳野さん、井野博満・東京大学名誉教授、環境エネルギー政策研究所首席研究員の

松原弘直さんによる講演とシンポジウムが開催されました。

５月３０～３１日 長崎被爆体験者問題要請行動（各党･政府関係）

６月３日 大飯原発再稼働に反対する現地集会（福井市）

＊参加者５００人。全原発の停止後、関西電力大飯原発の再稼働が目論まれていること

から、これに反対して緊急集会が開かれました。

６月６日 部落解放共闘総会（日本教育会館）

６月６日 さようなら原発１０００万人署名集約集会（日比谷野音）

＊参加者２３００人。７２２万筆以上の署名が集約され、鎌田慧さん、大江健三郎さんなど

が、署名を政府に突きつけて原子力政策からの転換を求めようと呼びかけました。

６月１２日 横路衆院議長、輿石民主党幹事長へさようなら原発署名提出・要請（院内）

６月１２日 さようなら原発１０００万人署名報告集会（衆院）

６月１３日 憲法理念の実現をめざす第４９回大会第１回実行委員会（総評会館）

６月１５日 さようなら原発１０００万人署名政府提出（首相官邸）

＊呼びかけ人の、大江健三郎さん、内橋克人さん、鎌田慧さん、澤地久枝さんが藤村修

官房長官に対し約７５０万筆の署名を提出し、エネルギー政策の転換を要請しました。

６月１６～１７日 日韓被爆二世交流会（広島）

６月２１日 ＴＰＰ問題ニュージーランド大学教授講演会・シンポ（日比谷図書文化館）

６月２２日 モンダンヨンピルチャリティーコンサート(東京・なかのＺＥＲＯ）

６月２５日 被爆体験者訴訟判決(長崎地裁)

６月２６日 日朝国交正常化連絡会総会・記念集会(日本教育会館)
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＊日朝ピョンヤン宣言から１０周年の節目を迎え、９月１３日の日朝平壌宣言１０周年集会

を成功させることなどを確認。京都大学教授の小倉紀蔵さんの記念講演を行いました。

６月２７～２８日 長崎被爆体験者要請行動（政府･政党など）

７月１～３日 沖縄･高江ヘリパット反対行動（沖縄）

７月７日 改定入管法に反対し、ともに生きる宣言集会(東京・韓国ＹＭＣＡ)

７月７～８日 ＮＯ ＮＵＫＥＳ ２０１２ライブコンサート(坂本龍一さん等 千葉・幕張メッセ)

７月１１日 沖縄・普天間基地へのオスプレイ配備中止を求める集会（文京区民センター）

＊日米両政府が、沖縄の普天間基地にオスプレイを強行配備しようとしていることに反対

し、栄野川安邦さん（普天間爆音訴訟原告団幹事）から闘いの報告を受けました。

７月１３日 被爆二世協議会要請行動（厚生労働省等）

７月１６日 さようなら原発１０万人集会(代々木公園)

＊参加者１７万人。脱原発運動ではこれまで最大の参加のもと、呼びかけ人などが原発

政策や再稼働に対する厳しい批判と、「原発ゼロシナリオ」の実現を呼びかけました。

会場内に４つのステージが設けられ、それぞれトークやライブが行われました。集会と

併行しながら、パレードが３つのコースに分かれて行われました。

７月１８日 朝鮮高校への高校無償化の即時適用を求める院内集会（衆院会館）

７月２２日 柏崎刈羽原発反対集会（新潟･柏崎市）

７月２３日 ＴＰＰ問題連続講座（連合会館）

＊ＴＰＰ交渉の問題点を考えるため、５回にわたり連続講座を市民団体と協力して開催。１

回目は特許や知的財産権の問題を検討しました。（講師・福井健策弁護士）

７月２３日 「オスプレイ陸揚げ・配備阻止！岩国現地大行動」（山口･岩国市）

＊参加者６００人。米海兵隊のオスプレイ１２機が山口県岩国市の岩国基地に運ばれ、飛

行訓練を行おうとしていることに反対し、抗議行動と集会が開かれました。

７月２５日 第４４回食とみどり、水を守る全国集会第１回実行委員会（連合会館）

７月２８日 被爆６７周年原水爆禁止世界大会・福島大会（福島市）

８月４～６日 被爆６７周年原水爆禁止世界大会・広島大会（広島市）

８月７～９日 被爆６７周年原水爆禁止世界大会・長崎大会（長崎市）

＊参加者は、福島大会１０５０名、広島大会６５００名、長崎大会４２００名、国際会議８０

名。反核・脱原発・ヒバクシャ援護連帯を課題に「核社会からの離脱」を訴えました。特

に、福島第１原発事故から原子力政策の転換が求められました。また、国内外の「ヒバ

クシャ」の課題、核兵器廃絶に向けた取り組みなどでも報告や討論が行われました。な

お、今年も連合や核禁会議との共催で、平和集会とシンポジウムを開催しました。

８月１１日 平和の灯をヤスクニの闇へキャンドル行動（豊島公会堂）

８月１５日 戦争犠牲者追悼・平和を誓う集会（千鳥ケ渕戦没者墓苑）

＊平和フォーラムの江橋崇代表などが、二度と戦争を起こさない誓いの言葉を述べ、参

加者全員で献花を行いました。

８月１５日 全国空襲被害者連絡協議会結成2周年のつどい（東京・台東区民会館)

８月２８日 食品表示問題院内集会（衆院）

９月３日 ＴＰＰ問題連続講座第２回（連合会館・菊池英博・日本金融財政研究所長「かんぽ・

共済も危ない！」）

９月４日 脱原発基本法を求める院内集会（衆院）

９月８日 東富士演習場反対集会（静岡･御殿場市）

９月９日 「オスプレイ配備反対沖縄県民大会」（宜野湾市・海浜公園）

＊参加者１０万１千人。県議会の全会派に加え、市町村長や経済界、労働団体の代表ら

が顔をそろえ、オスプレイ配備反対が沖縄の総意であることを示しました。

９月９日 「オスプレイ配備を中止に追い込もう 国会包囲行動」（国会周辺）

＊参加者１万人。沖縄での県民大会に合わせてオスプレイの配備に反対して行われまし



- 4 -

た。参加者は国会を取り囲んで配備計画の撤回を訴えました。

９月１３日 日朝平壌宣言１０周年 日朝国交正常化をめざす全国集会（星陵会館））

＊参加者４００人。「制裁ではなく対話と交渉をめざす」ことを政府に求めるため、幅広い

方々が呼びかけ人になり、野中弘元官房長官や民主･社民党国会議員、遺骨返還問

題での訪朝団などの報告を受け、政府への要請を採択しました。

９月１９日 オスプレイ配備の危険性を考える集会（連合会館）

９月２２日 日本軍「慰安婦」問題に関する国際シンポジウム(星陵会館)

９月２２日 新潟水俣病現地調査（新潟）

９月２５日 原子力空母横須賀母港化抗議集会(横須賀市・ヴェルニー公園)

９月２６～２７日 各都道府県・中央団体責任者会議（日本教育会館）

＊参加者９０人。脱原発やオスプレイ沖縄配備反対など今後の取り組みを討議しました。

また、「脱原発法の制定に向けて」弁護士の海渡雄一さんの講演を受けました。

９月３０日 ＪＣＯ臨界事故１３周年集会（水戸市）

＊参加者５００人。福島原発事故も踏まえ、ルポライターの鎌田慧さんや双葉地方原発反

対同盟代表の石丸小四郎さんからの報告を受け、集会後、市内をデモ行進しました。

１０月２日 ＴＰＰ問題連続講座第３回（連合会館・岡田知弘京大教授「ＴＰＰと地域経済」）

１０月６～７日 第３２回合成洗剤追放全国集会（北海道･函館）

＊参加者４５０人。福島原発事故と合成洗剤の問題を重ね合わせ「さようなら合成洗剤、さ

ようなら原発」をスローガンに、記念講演や大間原発問題の報告、合成洗剤問題の入

門講座や放射能の汚染を防止する法制度、化学物質規制などを討議しました。

１０月１１日 原発労働被爆問題各省交渉（衆院）

１０月１１～１２日 部落解放共闘全国交流集会（岡山）

１０月１３日 さようなら原発集会in日比谷（日比谷野外音楽堂）

＊参加者６５００人。呼びかけ人の鎌田慧さんや大江健三郎さんが「すべての原発は廃炉

にし、再稼動は絶対に認めない」と呼びかけました。福島現地などの報告がありました。

集会後、東京電力本店前を通り、銀座方面のパレードを行いました。

１０月１９日 山口二郎北大教授講演会（ＫＫＲ）

１０月１９日 日朝交渉再開・対話を求める政府要請（官邸）

１０月２６日 脱原発法意見交換会（参院）

１０月２８日 国連軍縮週間シンポジウム「核なき世界の新局面」（明治学院大）

１０月３０日 狭山事件の再審を求める市民集会（日比谷野外音楽堂）

１１月１日 朝鮮高級学校への『高校無償化』適用を求める院内集会（参院）

１１月４日 止めるぞ!オスプレイの沖縄配備 許すな!低空飛行訓練全国集会（芝公園）

＊参加者４０００人。１０月１日にオスプレイが普天間飛行場へ強行配備されたことに抗議

し、沖縄からの訴えがあり、集会後にアメリカ大使館横を通るデモを行いました。

１１月５日 沖縄基地問題議員懇談会（国会内）

１１月５日 ＴＰＰ問題連続講座第４回（連合会館・越智道雄明大名誉教授「ＴＰＰと米国の戦略」）

１１月７日 ＢＳＥ問題院内集会（参院）

１１月９～１１日 憲法理念の実現をめざす第４９回大会（山口市）

＊参加者２５００人。上関原発建設や米軍岩国基地に対して長年取り組みを続けてきた

山口県の山口市で開催。初日は開会総会と全体シンポジウム、１０日は分科会・フィー

ルドワーク・ひろば、１１日の閉会総会では特別提起、まとめなどが行われました。

１１月１７日 朝鮮学園支援ネット全国交流会（横浜）

１１月１３～１７日 在朝被爆者支援全国連絡会訪朝

＊在朝被爆者に対しては国交がないことを理由に、被爆者援護が実施されていない

ため、被爆者とのヒヤリングを行い、今後の支援対策について協議しました。

１１月１９日 ＴＰＰ問題連続講座第５回（連合会館・篠原孝衆院議員、大河原雅子参院議員、山
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田俊男参院議員「ＴＰＰと各党の動き」）

１１月２１日 核廃絶ＮＧＯ連絡会・外務省との意見交換（外務省）

１１月２１日 部落解放･人権政策確立要求中央集会(星陵会館)

１１月２１日 脱原発法院内集会（衆院)

11月２２日 原水禁学習会（連合会館・伊藤彰信全港湾委員長「港湾現場の被曝問題」）

１１月２５日 脱原発福島県民集会（いわき市）

１１月２６日 日朝国交正常化連絡会学習会（連合会館）

11月２９日 原水禁学習会（連合会館・山本航連合通信記者「新エネルギー生産現場」）

１１月３０～１２月１日 第４４回食とみどり、水を守る全国集会（大阪市）

＊参加者８６２人。初日は「地域からいのちと暮らしを守る運動をどう進めるか」をテーマに

全体シンポジウム、２日目に「食の安心・安全・安定」「食料・農業・農村政策」「森林・水

を中心とした環境問題」などの分科会が行われました。

１２月５日 世界人権宣言６４周年記念東京集会(日本教育会館）

１２月６日 照射食品問題院内集会（参院）

１２月７日 もんじゅ廃炉自治体申し入れ（福井県、敦賀市）

１２月８日 もんじゅを廃炉へ！全国集会（敦賀市）

＊参加者８００人。屋外集会とデモ、日本原子力研究開発機構への申し入れを行い、「も

んじゅは廃炉へ」「核燃料サイクルの中止を」と訴えました。

１２月１５～１６日 脱原発世界会議（１５日に日比谷野外音楽堂での集会など）

１２月１５日 入管法施行問題シンポ（韓国ＹＭＣＡ）

１２月１６日 衆議院総選挙･最高裁裁判官国民審査

＊最高裁判所裁判官国民審査で、対象となる裁判官１０人のうち横田尤孝、寺田逸郎、

白木勇などの裁判官を中心に「×」をつけていくことを有権者に呼びかけました。

１２月２０日 マリ向け支援米第一次分送付（東京港）

＊アジア･アフリカの食料不足に苦しむ人々を救おうと、毎年、全国各地で生産調整田や

不作付地で支援米を作付けして送付する運動が行われ、その第一次分を送付。

１２月２２日 沖縄基地問題学習交流集会（那覇市）

１２月２３日 オスプレイ配備撤回！米兵による凶悪事件糾弾！怒りの御万人大行動（宜野湾市）

＊参加者３０００人。普天間基地へのオスプレイの強行配備の撤回を求め、集会とサウン

ドデモが行われ、全国各地の平和フォーラム関係団体代表者も参加しました。

２０１３年

１月１４日 オスプレイの沖縄配備と全国での低空飛行訓練に対抗する相談会（連合会館）

１月１７日 原水禁学習会（連合会館・船橋晴俊法大教授「高レベル放射性廃棄物処分問題」）

１月２５日 脱原発法院内集会（参院）

１月２５～２６日 第５１回全国消費者大会（プラザエフ）

１月２７日 ＮＯ ＯＳＰＲＥＹ 東京集会（日比谷野外音楽堂）

＊参加者４０００人以上。「オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会」実行委が主催。沖

縄からは初めて４１の全市町村長をはじめ、全政党・会派の県議会議員、市町村議員

などが参加。沖縄代表団は２８日に安倍首相等に要請書（建白書）を手渡しました。

１月３０日 原子力防災計画問題交渉（環境省･内閣府）

１月３１日 食品表示法問題シンポジウム（衆院）

２月７日 朝鮮学校排除のための省令改「正」に反対し「高校無償化制度」の即時適用を求め

る院内集会（衆院）

２月１１日 「建国記念の日」を考える集会（日本教育会館）

＊参加者２５０人。「領土問題」などで東アジア諸国との関係を悪化させている状況に対し

「東アジアの平和をめぐる状況と課題」の講演などを受けました。

２月１５日 原発労働者問題集会（日本教育会館）
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２月１６～１７日 被爆二世協全国交流会（長崎市）

２月２１日 外務省とオスプレイ問題で交渉

２月２７日 浜岡原発周辺自治体申し入れ

２月２８日～３月１日 全国活動者会議（静岡市・ニッセイ静岡駅前ビル）

＊参加者１５０名。２０１３年度の運動と組織の方針の提起、各地の活動報告、愛敬浩二

名古屋大教授の講演「総選挙後の政治状況と改憲動向」を受け、討論をしました。

２月２８日 ビキニ･デー集会（静岡市・アゼリア）

＊参加者２５０人。加藤一夫静岡福祉大名誉教授の講演や、福島県平和フォーラムの五

十嵐史郎代表の特別報告などを受け、集会アピールを確認しました。

３月１日 久保山愛吉さん墓前祭（焼津市）

３月２日 東京大空襲６８周年朝鮮人犠牲者追悼会(東京都慰霊堂)

３月３日 マーチ・イン・マーチ２０１３（日比谷公園小音楽堂）

３月８日 日朝国交正常化連絡会学習会（連合会館）

＊李鍾元早稲田大学教授から「朝鮮半島情勢と非核・平和に向けた課題」、和田春樹東

大名誉教授から「北朝鮮とどのように向き合うか」の提起を受け意見交換をしました。

３月９日 つながろうフクシマ！さようなら原発大集会（明治公園）

＊参加者１万５千人。集会は二部形式で開かれ、第１部は脱原発に取り組む各団体や各

地からのリレートーク。第二部は、鎌田慧さんや大江健三郎さんなど呼びかけ人等が発

言。集会後に渋谷、原宿周辺の２コースでパレードを行いました。

３月１１日 つながろうフクシマ！さようなら原発講演会（品川区きゅりあん）

＊参加者１２００人。呼びかけ人の鎌田慧さん、内橋克人さん、澤地久枝さん、大江健三

郎さんの講演、坂本龍一さんの対談などが行なわれました。

３月１２日 横路孝弘衆院議員（前衆院議長）との懇談会（ＫＫＲホテル）

３月１７日 清水澄子副代表を偲ぶ会（連合会館）

＊参加者４００人。平和フォーラムの副代表の清水澄子さんは１月１４日に逝去されました

(享年８４歳)。その功績を偲び、ジェンダー平等をとりくむ多数の女性をはじめ、平和・

人権、日朝友好団体、国会議員や関係者など多くの方が参加しました。

３月２１日 被爆６８周年原水禁世界大会第１回実行委員会（連合会館）

３月２３日 原発のない福島を！県民大集会（福島市･あづま総合体育館）

＊参加者７０００人。東日本大震災、福島第１原発事故から２年が経過し、集会実行委員

長で福島県平和フォーラムの五十嵐史郎代表などが「原発のない、安心して暮らせる

福島を！」などと訴え、さまざまな立場の県民からの報告がありました。

３月２８日 性急すぎるＴＰＰ交渉参加の撤回を求める生産者・消費者行動（参院議員会館）

＊参加者１１０人。３月１５日に安倍晋三首相が環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）交渉への

参加を表明したことに反対し、各団体や各党代表の意見表明などを受け、外務省への

要請や農林水産省･厚生労働省との意見交換を行いました。

３月２９日 原子力空母問題申し入れ

３月３１日 朝鮮学校はずしにＮＯ！すべての子どもたちに学ぶ権利を！全国集会＆パレード

（日比谷野外音楽堂）

＊参加者７５００人。全国の朝鮮学校の生徒や保護者、学校関係者、平和フォーラムや市

民団体などが参加し、「朝鮮学校だけを無償化から除外するのは差別だ」「自治体によ

る朝鮮学校への補助金復活を！」などとアピールし、パレードを行いました。

３． 声明・見解等について

●フォーラム平和・人権・環境総会「脱原発を実現する特別決議」 ４月２５日

●５．１５平和とくらしを守る沖縄県民大会宣言 ５月１３日

●さようなら原発１０００万人署名第一次集約集会アピール ６月６日
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●大飯原発３・４号機の再稼働決定に対する抗議声明 ６月１７日

●日朝国交正常化連絡会アピール－日朝平壌宣言１０周年をむかえて交渉再開を訴える ６月２６日

●大飯原発再稼働およびオスプレイ配備に関する声明 ７月５日

●岩国基地へのオスプレイ搬入強行への抗議声明 ７月２３日

●声明「原発依存、再稼働のシナリオを阻止しよう」 ７月２３日

●被爆６７周年原水爆禁止世界大会「ヒロシマアピール」 ８月６日

●被爆６７周年原水爆禁止世界大会「大会宣言」 ８月９日

●政府の「革新的エネルギー・環境戦略」に関する声明 ９月１８日

●オスプレイ普天間基地強行配備への抗議声明 １０月１日

●大間原発の工事再開に強く抗議する １０月５日

●止むことのない沖縄の米兵犯罪に抗議する声明 １０月１７日

●第２２回最高裁裁判所裁判官国民審査に関する要請書 １１月２８日

●第４６回衆議院議員総選挙にあたって－民主リベラル勢力の躍進をめざす－ １２月１日

●米国の未臨界核実験実施に際しての声明 １２月１０日

●第４６回衆議院選挙結果をうけての私たちの決意 １２月１８日

●北朝鮮に対する安保理決議に関する見解 １月２４日

●高校無償化制度から朝鮮学校を排除するための省令改「正」に反対する声明 １月２８日

●朝鮮民主主義人民共和国の３回目の核実験実施に対する声明 ２月１２日

●オスプレイの低空飛行訓練・夜間飛行訓練実施への抗議声明 ３月５日

●安倍内閣によるＴＰＰ交渉参加の姿勢に対する見解 ３月１２日

●「主権回復国際社会復帰記念の式典」に関する事務局長見解 ３月１３日

●政府のＴＰＰ交渉参加表明に対する声明 ３月１５日

●ＭＯＸ燃料輸送・再処理工場運転への申し入れ ３月２２日

４． 署名運動について

■さようなら原発１０００万人署名

８，２３３，９４９筆集約（３月３１日現在）。６月に７５０万筆分を首相及び衆･参議長に提出。

■「朝鮮人強制労働被害者補償立法実現を求める署名」

個人署名６３９５９筆、団体署名２２７４団体集約。内閣府に提出。

■オスプレイの普天間基地への配備中止を求める署名

６０７，８５８筆集約（４月１日現在）。９月に約２０万筆分を提出。

■朝鮮高級学校生徒たちへの『高校無償化』即時適用を求める署名

１１月に３０万筆分を提出。

■最高裁判所に対し空襲被害者の人権を保障する判決を求める団体署名

３０９団体集約 １１月末に最高裁に提出

５． パンフ等の発行について

①パンフ「制裁白書～許されざる在日朝鮮人に対する人権侵害」（日朝国交正常化連絡会）６月発行

②パンフ「２０１２核も戦争もない２１世紀へ」原水禁世界大会討議資料 ７月発行

③パンフ「食とみどり、水・環境を守るために２０１２」 １１月発行

④パンフ「脱原発法をつくろう！」（脱原発法制定全国ネットワーク） １１月発行

⑤第４４回食とみどり、水を守る全国集会講演記録集 ２月発行

⑥パンフ「詳細解説 オスプレイの沖縄配備と全国での低空飛行訓練」 ２月発行

⑦パンフ「考えてみよう環太平洋パートナーシップ協定」（ＴＰＰに反対する人々の運動） ３月発行

⑧報告書「オスプレイ配備と低空飛行訓練を止めさせるために」 ３月発行


